Usage of the Japanese language on the Palauan Island of Angaur by ロング ダニエル & 今村 圭介
パラオ国アンガウル島における日本語の使用
ダニエル ロング ・今村 圭介
1.本 論のきっかけと問題の所在
本論では、旧南洋群島であるパラオ共和国アンガウル島における接触言語 「アンガ









その 日本語能力の過剰評価があったとしても、そもそも 「アンガウル島民は 日本語が
話せる」 という評判の発端はどこにあるか調べる必要があると考え調査に至った。
現地調査に基づいた分析、参与観察、面接調査に加えてアンガウルを離れてコロー
ルに移 り住んでいる島民も多数調査 した。調査の目的は以下の2点 にあった。(1)アン




本稿の論考は以下の順で行な う。第2節 ではこの言語変種ができあが り、使い続け
られてきた社会的環境 として、アンガウル島の戦前、戦後の社会的状況を概説する。
第3節 では参与観察と聞き取 り調査のデータを分析 して、アンガウル島民の 日本語能













ら64キロ離れてい るため、アンガ ウル州政府 が運営 している定期船(月 に5回 のフェ
リー)で35時 間かか る。つ ま り、ア ンガ ウル島はパ ラオ に属 しなが らもかな り孤 立
してい るのである。そ うした地理的背景 か ら、パ ラオのそ の他の島 とは異 なる歴史 と
社会状況が見 られ る。 さらに以下で説 明す るよ うに、戦後 に 日本 人が居住 していたパ
ラオ唯一の州で もあった。
20世紀の問は、アンガウル島は絶 えず、多言語社会で あ り続 けた と言 える。 ドイ ツ
時代か らヤ ップの ウル シー環礁やそれ ぞれ の離島か ら男性が労働力 として強制移住 さ
せ られ、家族 の女 性も連れ て行かれた(lsaacLangal2003)。日本 時代 にもヤ ップ人が
労働者 として住んでいた ことが分かってお り(Manuel2003)、またサイパ ンの人々が
ア ンガ ウル 島で生活 していたた め、彼 らが暮 らしていた地域は地図に 「サイパ ン村」
と記 され ている1。さらに、 日本 がパ ラオを統治 し始めた1914年か ら 日本軍が配置 さ
れていたが、その後 日本 人の入植者が増加 し、1932年の統計に よる と、ア ンガ ウル 島
の住民975人の うち、 日本人 は約3分 の1弱 を占めていた。聞 き取 り調査 をお こなっ
たHoraceRafaelによると、戦後 にはチ ューク人が労働者 としてア ンガ ウル に滞 在 して
いた。戦前 ・戦後 ともにア ンガ ウル島では、 日本人 との会話のみな らず 、パ ラオ語 を
母語 としない者 同士の共通言語(リ ンガフランカ)と して 日本語が用 い られていた。
第2次 世界大戦が終結す る とともに 日本人 は島か ら帰還す ることを余儀 なくされ た
が、燐鉱石の採掘 のた めに1946年5,月に再び居住 し始めた(Wahl2000:111-ll2)。1946
年7,月に150人の労働者 が到着 し、その後9月 、10月にそれぞれ170人の労働者 が到
着 した(PalauCommunityActionAgency1973:482)。っま り、最終的にアンガ ウノレ島に居
住す る 日本人 は500人まで増加 した。移住初期は、 日本人 は燐鉱会社 の敷地内にある
寮 に居住 し、外 に出 ることが制限 され てお り、ア ンガ ウル 島民の女性 もまた寮に出入
りす ることを禁止 されていた(Wahl2000:137)。寮での食事 は限 られてい るため、寮
の外に出て他人の家の作物 を盗み食 い したこ とが理 由だった(Wahl2000:113,141)。し
か し、時が経つ につれてその様 な制 限が緩 くなった よ うである(Wahl2000:137)。人
口密 度が比較的高かった当時の状況で(150人/k㎡)、交流は 自然 に増 えていった2。ア
ンガ ウル島内のア ンガ ウル州資料館 には、 日本人 とパ ラオ人の 当時の交流 の様子の写
真が展示 されてい る(図1,2)。この よ うにパ ラオのその他 の島 とは異 な り、戦後直後
も 日本人が居住 していたアンガ ウル島では、 日本語 の使用頻度が高かった ことが容易
に想像できる。1956年までア ンガ ウル 島に住 んでいたToshiwoA】Citayaによると 日本人
の燐鉱石事業が1955年まで続いた3。


















図1パ ラオ人 と 日本人労働者の親 善野球
(StateMuseumofAngaur)
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図2パ ラオ人 と日本人 労働者 との交流
(StateMuseumofAngaur)
った ことが明 らかである。また、2013年3月16日の調査で得たアンガウル島民のLeon
Gulibert氏の証言 によると、ア ンガ ウル 島には1960年代か ら日本人 の退役 軍人 な どの
観 光客が来てお り、80年代 、90年代 が 日本か らの観光客が比較 的多か った よ うである。
人 口が少 ない島への 日本人観光客の訪 問は当然 日本語での交流 を産 んでいた。正式 な
宿がない 島では当然 か もしれないが、それぞれの島民 の 自宅に招 いていた よ うである。
つま り、日本人が帰国 した後 も継続 的に 日本語 を使用す ることがあった と考え られ る。

















































3.1.アンガウル 日本語の理解 ・産 出傾 向
本調査 ではア ンガ ウル人、5名 の男性(後 に頭文宇 と生年 を記す)を 対象 として、
日本語使用 の聞 き取 りを行 った。T(1943)、H(1959)、M(1948)に対 しては面接調査 、
G(1956)に対 してはバー にお ける対 面調査、L(1961)に対 しては島内のツアー をお願 い
した中での聞き取 り調査 を行 った。 なお、Hに 対す る調査は コロールで行い、その他
の話者 はアンガ ウル 島内で行 った。戦後直後の労働者 との接触 があった と考 えられ る
のは、TとMでG、H、Lは その後断続 的に訪れた 日本人 、島外での 日本人 との接触 、
両親 の 日本語 使用に よる日本語 を習得 した と考 えられ る4。調査の結果 、 日本語の理
解 ・産 出能力 はHが 一番 高 く、次 にL、 そ してT、M、Gと い う順番であった。その
た め、本節で まずT、M、G、Lの 日本語 について考察 した上で、次節 にHの 日本語
の考察を行 う。
3.2.Mの場合
Mは 、 「夜」、や 「おは よ うございます」、 「どこ行 くの?」 「飲 んで?」 といった 日
本語を発 してい る。 缶 ビール を手に近 づいて来て、 「飲 んで?」 と調査者 に と言 うが、
使用 していた上昇イ ン トネー シ ョンか ら、意図 していた意味は依頼 ・命令 とい うより
は 「飲 んでい る?」 または 「飲む?」 とい う疑問文だった ことがわかる。すなわち、
彼は 「飲 んで」 をチャ ンク として覚えているだ けで、活用形が作れ ない。
また、調査団が彼 の髭 について 「何年伸 ば しているんですか?」 と聞いた ところ、
適切な返事 を英語で得 たが、「お父 さんはパ ラオ語 を話 しま したか?」 とい う質 問は通
じなかった。本人に対 してではな く、第3者 について尋ねてい るとい う点や、現在 で
はな く、過去の ことにつ いて尋ね る場合 は難 しい よ うで ある。 「here-nowstatement」、
っま り目の前 にあ るここと今 に関す る発言 はそ うでない発言に比べ て第二言語話者 に
通 じやす い と言われ る(Krashen1982:23-25)が、その傾 向が見 られた。
3.3.Gの場合
G氏 は挨拶 こ とばの ような定型表現 だけではな く、アンガ ウル に何が あるかを尋ね
た際に 「猿が ある」、 「パパイヤの無いよ」 と答 えるよ うに、その会話 の流れに合 った
日本語 の表現 を使 っている。なお 、パ ラオ語 には、"mondainai"(問題 ない)と い う句
が借用語 になってお り、同義の表現"diakamondai"と双方が使用 され る5。そのため
4Hは 「両親が子供に聞かれた くない話をするときに 日本語を使っていて、それから覚えた」と述べ











Tは 「あなた名前は?」、「わた し、Tサン」、「あなた ビール飲む?」 「つかれなおす」、
「日本 人話す」、 と言 った発話 を している。 「あなた名前 は?」 で 「の」 が抜け落 ちて
い るはやや気 にな るが、日本語で も有 り得 る発 言である。 「私、Tさ ん」では 自らの名
前 に敬称 のサ ンをつけている6。「飲 も う」 と誘 う時や 「乾杯!」 とい う場 合に、「つ か
れなおす 」はパ ラオ語で も借用語 として使 用 されている7。「日本人話す」は 「日本語
(を)話す 、日本語 が話せ る」とい う意味合 いで用い られ てい る。つ ま り、「Japanese=
日本人、 日本語」 とい う英語 との意 味領域 のずれに起 因す る誤用 である。パ ラオ語 で
は 日本語 一tekoieraSiabalであ り、 日本人一rechisiabalであるため、パ ラオ語か らの干
渉ではないこ とは興味深 い。Tの 日本語 の使用は 「一語文」の発話 がほ とん どで、一
語でな くても知ってい るわずかな単語 をつ なげていただ けの発話 であった。 しか し、




そ して筆者(今 村)が英語を話せ ることを知っていたにも関わらず、日本語の語句を
使 うこともあった。Lが 汎用 していた表現は 「行 こう?」である。 日本語と同じ勧誘







6「～ さん」 と敬称を 日本語 と認識 しながら、 自分の名前に付 ける発言は 日本語を知 らない コロール
のパ ラオ人からも聞く。戦前に名付けられたパ ラオ人には 「さん」が名前の一部に組み込まれ、現在
も"Katosan9'などが残 る。
7「つかれなおす("tsukarenaos")」はパラオ語に入 った日本諦 昔用語(か らの造語)で あ り 「仕事
帰 りに軽 く一杯お酒 を飲む」とい う意味である。つま りTは 、単語が 日本語起源である事は認識 して
いるが、それがパ ラオ言謝ヒした語であるとい う認識 は持っていない。





されていない)。「蟹」や 「頭」、 「教会」は具体名詞で 「指をさして説明できる」単語
で比較的に学びやすい。これ らに比べて、夜になればマングローブ蟹を捕 りに行 くと




と表現しているが、これは 「サンニン」を 「三つ」とい う意味と勘違い していること
に起因するであろう。Lが使 う「サルサン」はチャンクとしての使用だと考えられる。
アンガウルには20世紀初頭に ドイツが連れて来たサルが野生化 している9。
参与観察の中で、Lに 通 じた 日本語の質問は、 「ここは何ですか?」、「大きいです
か?」、 「蟹を捕まえた?夜 に」、「パラオ人はこの時間は何をするんですか?夜 は?」
「アンガウル人は何の仕事をしてるんですか?」、「灯台では水は使 うんですか?」 な
どがあった。見ての通 り、ヲ格以外にも二格やデ格が入った文にも答えている。
Lの 口から複雑な文や動詞 ・形容詞の活用が絡んでいる発話は見られなかった。 し
















9な お、パ ラオ語の 日本語借用語の中では、敬称がそのまま単語の一部 として使用 され るものもあ







た。例2は 「どこに学校があった」 とい う文脈の流れでの筆者 らのYes-No疑問文で
あり、Hは これを正しく理解できている。例3は 「アンガウルの農作物は全てサルが
食べてしまう」 とい う話の流れでの断定文の確認要求であるが、これも正 しく理解 さ
れている。文脈に依存している質問は理解 していることがわかる。例4で も、「何匹」
とい う理解できないと考えられる語句が入っているが、結果的には理解 している。「何
匹」が分からなくても、「猿」 「いる」 とい う単語 と疑問文 とい うだけで、文の意味の
推測が可能であり、文脈からの推測も可能だったと考えられる。
逆に理解されなかった文は、以下の例5～7のような例である。例文5で は、「台湾
の人は生きたままの猿の頭を切って脳みそを食べる」 とい う話(英 語で述べられた)
の後の筆者(今 村)の質問である。筆者(今 村)は 日本語の発話を引き出すために、













2.R:ア ンガ ウルの学校行 ったんです か?
H:ア ンガ ウル学校。 はい。
3.R:(ア ンガ ウル島民 は)全 部 コロールの物食べ てるんですね。
H:は い。 はい。
4.R:猿 は何匹い るんです か?
H:あ あ、toomuch!
5.R:[猿 の]何 を食べ るんですか?(誤 解)
H:ス プー ンだ よ!
6.R:今 何人います?ア ンガ ウル に。(誤解)
H:今 ア ンガ ウル に仕事はない。








以上でHの 日本語の理解傾向を考察してきたが、以下ではHの 産出に関 して考察
していく。Hの 産出は限られてお り、例8の ように英語 と日本語が入 り混 じる発話も
しばしば見られるll。その中でも多様な文法項 目を使っていることが観察され る。話
者が使った文型を記述すると表1の ようになる。
8.Before...今で き る飛 行 機(飛 行 場)Japanアンガ ウル1ength.More長いMore大
きいthanAiraiAirport.(中略)Itisalmost7000feet.Airaiisonly6300.






















存在文、否定(場所+「 に」+名詞+「 が」+「 ない」)(正用)
アスペク トの過去形 「ていた」(正用)
名詞接続 「と」(誤用)






文法的に不正確 と言え、彼は 「形容詞の否定表現」を使お うとしていることが明らか
である。例文10は、パラオ語に入った日本語借用語"sabiter"をそのまま使用 してい
11この発話の意図は 「昔、今できている飛行場は 日本 アンガ ウル便に対応できる長 さの滑走路。ア
ンガウル飛行場の滑走路はアイライ飛行場の滑走路 よりも長 く、7000フィー トあるが、アイライは
6300フィー トしかない」。つまり、この 「飛行機」は 「飛行場」の間違いだ と思われる。
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るのである と考 え られ る。つま りアスペ ク ト表現に関 しては、それ が習得 されている
のではな く、語 のま とま りとして出現す るのみである12。例文llの よ うに、Hは 調査
者が 「話 していた」 とい うアスペ ク ト表現 の過去形 で質 問 して も答 えは単な る過去形
の 「話 した」 と述べている。 ここでは、アスペ ク ト 「てい る」を使 った方が、 よ り自
然 にな る文脈であ る。つ ま り、アスペ ク ト表現は習得 していない と言 える。
例12,13は接続助詞 「と」の誤用例である。例12で は、2つ の助詞 を一緒に使 う
「は と」 の使用が見 られ る。問 にポーズが入 っているわけではないので、途 中で言い
直 しているわけではない。 この 「と」を英語の`Cwith"(あるいは これ と似た構文 のパ
ラオ語)の つ も りで使 っているのではないか と推測 され る。英語な ら、"Iwaswithtwo
Japanese"とな るか らである。例文13は 「ハ ワイの大学」とい うべ き ところで 「と」を
使用 して しまってい る。 ピジンな どの単純化 された接触言語に よく見 られ るパターン
は、内容形態素が並べ るだけで、機能形態素が抜 け落 ちてい る場 合が多い。 しか し、
Hの 話す 日本語 には助詞 な ど機 能形態素が よく現れ てい る。上の 「と」 もこれに当た
る し、次 の例14の 主題化 の助詞 「は」もこれに当たる。なお、アンガ ウルで野生化 し
てい る猿 は作物 を取って しま うので人 間に残 されているのは魚 だけで島民は苦労 して
い る、 とい う内容の発言 である。
9.R:両 親 か ら学 ん だ ん です ね。 す ごいで す ね,
H:す ごい じゃ ない。
10.H:Ifeelまた な、 ア ンガ ウル は だ めだ な あ。Peopleliveは頭 な い。少 し(skos)錆
び て る。
11.R:(ア ンガ ウル 人 は)日 本 語話 して いた ん です か?
H:日 本 は話 した 。SpeakingJapanese.
12.H:Yeah,IgotoHawaii.ThenIgottoYap.Youknowunderwaterdiving?私は と二
つJapanese...三井Company,butthiscompanysubcontract三井.(意 訳:私 は二
人 の 日本 人 と 日本 企 業 に 勤 め てい た 。 三井 の下 請 け会 社 。)Webuildbig波止 場,
big波止 場there.
13.H:Uh.IwenttoschoolinHawaii.大学 とハ ワイ。 あ あ、NineteenseventyseverL
14.H:Onlythefish,wecantakethefish.Ihopethe...アンガ ウル は 苦 労 だ よ。本 当苦 労 。
4.3.母語の影響
以下では、HのAJに お ける母語 の影響 を記述す る。全ての語順 が間違 った語順 で
はないが、Hの 発話 には、母語の影響 による語順 の違いが見 られ る(例 文15と16は
2011年3H22日採集)。
12このようなアスペク トがそのまま入った表現は他 に、angsingsiter(安心 してる),chatter(合っ
てる)などがみ られる。形態素 レベルに分けられることなく一つの単語 としてパ ラオ語に入っている。
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パラオ語の逐語訳 私 話す 言語の 日本 彼だ 同じ 彼 と 私
アンガウル 日本語 私 話す 日本語 同じ と 私
英語 IspeakJapanese Sameasme








overSoAngaurwasstill24hours電気 あ る よ 。KororwasuntilmidnightAngaur
waslikeacitybefore.(2分後)Before,onlyAiraitoKoror電気 も あ る よ 、 電 気 。All
Palauは電 気 な い 。
母語の影響など、中間言語的な特徴は、Long・Imamura(2013)で考察 した、パラオ













者、 日本で仕事をした 日本語が話せ る戦後世代、 日本語が話せない戦後世代 しかいな
い。このような関係をまとめると、表3の ようになる(自=自然習得による言語能力、
学=学習による言語能力)。






その特徴 としては、申し出の意味で使用する 「飲んで?」や、提案の意味での 「行





表3.ア ンガ ウル の話者 とコロール の話者の 日本語 レベル
レへ"ル 理解 産出 アンガ ウル コロール
1 挨拶程度 挨拶程度 自
2 単語 レベル 単語 レベル 自
3 文 レベル 単語 レベル 自
4 文 レベル 文 レベル 自 学
5 段落 レベル 文 レベル 学
6 段落 レベル 段落 レベル 学
7 複段落 レベル 段落 レベル 学
8 複段落 レベル 複段落レベル 学
5.ア ンガウル日本語の接触言語としての分類
以下では、AJの使用者が 日本語を習得 した状況が他の接触変種(中間言語、ピジン、
クレオールなど)の状況 とどう違 うかを論 じる。 ここでは、その言語が母語となって












(基層言語)と 中国語(基 層言語)を 母語 とする人がいたが、彼 ら同士が話すときに
日本語を使っていた。典型的なピジンの場合は、こうした基層言語話者同士による 「第













フ リカー ンス語型」 と 「シンガポール英語型」の二種類 に分 けて考察す る(表4⑦ と
⑧)13。アフ リカー ンス型準 クレオール はク レオール と同 じく母語化 しているため、
AJとは異 なる。 さて、表だ けを考 えれ ば、⑧ はAJと 同 じ 「一」 「一」 「一」になって
い る。 しか し、二つの言語変種の違 いは、言語能力の高 さにあ る。 シング リッシュは
(主流英語 との相互理解 の問題 は ともか くとして)、社会生活の中でかな りの コミュニ
ケーシ ョンが可能な高度 な変種であ る。一方、AJはコミュニケーシ ョン手段 として利












①アンガウル 日本語(準 ピジン) 一 一 一
②ネイティブ 日本語 十 十 十
③横浜ピジン 一 十 一
④JFL中間言語 一 一 十
④JSL中間言語 一 十 ±
⑥クレオール 十 一 一
⑦ アフ リカー ンス語(A盒ikaans)型(母語話者
型)準ク レオール
十 一 十





との共通点 ・相違点について比較考察 した。結果 として、程度の差は大きいが、AJ





間言語」 といった従来の概念 とはまた違 う新 しい言語変種を考えなければならない。
アンガウル 日本語とピジンとの関係は、クレオール と準クレオール(creoloid)との
関係に似ているので、pidginoid(ピジノイ ド、準 ピジン)という名称を提唱する。
13準ク レオール と普通のク レオール との違いは言語構造 の再構築(restmctu血g)の度合いによる。準
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